
「　　　」のために
今できること
　日本は、位置や地形、地質、気象などの自然条件か

ら災害が発生しやすい国土といえます。特に地震は、

昔から多くの被害を生んできました。

　平成7年1月17日未明に発生し、近年では最大の被

害をもたらした阪神・淡路大震災以降にも、下図の

通り、全国各地で地震による被害が発生しています。

（※死者または住家全壊の被害の出た地震より抜粋）

　災害はいつでも、どこでも、誰にでも起こる可能性

があります。

　そこで今回は、災害が発生した時、私たちはどのよ

うに対処したらよいのかを考えていただくため、防災

の特集をしました。

十勝沖地震（平成15年9月26日）
最大震度 6弱　マグニチュード8.0
死者 1人　負傷者 849人
住家全壊 116棟　住家半壊 368棟

岩手・宮城内陸地震（平成20年6月14日）
最大震度 6強　マグニチュード7.2 
死者13人　負傷者 450人
住家全壊  28棟　住家半壊  99棟

芸予地震（平成13年3月24日）
最大震度 6弱　マグニチュード6.7
死者 2人　負傷者288人
住家全壊 70棟　住家半壊 774棟

福岡県西方沖地震（平成17年3月20日）
最大震度 6弱　マグニチュード7.0 
死者 1人　負傷者1,087人
住家全壊 133棟　住家半壊 244棟

鳥取県西部地震（平成12年10月6日）
最大震度 6強　マグニチュード7.3
負傷者 182人
住家全壊 435棟　住家半壊 3,101棟

能登半島地震（平成19年3月25日）
最大震度 6強　マグニチュード6.9
死者 1人　負傷者 356人
住家全壊 684棟　住家半壊 1,733棟

新潟県中越沖地震（平成19年7月16日）
最大震度 6強　マグニチュード6.8
死者 15人　負傷者 2,345人
住家全壊 1,319棟　住家半壊 5,621棟

新潟県中越地震（平成16年10月23日）
最大震度 ７　マグニチュード6.8
死者 68人　負傷者 4,805人
住家全壊 3,175棟　住家半壊 13,808棟

※気象庁および消防庁資料より抜粋

※岩手・宮城内陸地震は、平成20年7月30日現在のデータ
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全
国
各
地
の
災
害
を
報
道
で

知
る
と
き
「
自
分
に
は
関
係
な

い
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、い
つ
で
も
、

ど
こ
に
居
て
も
災
害
が
発
生
す

る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
、
被
害
を
ど
う
防
ぐ
の
か
、

被
害
が
起
き
た
時
に
ど
う
対
処

す
る
の
か
。

内
閣
府
の
行
っ
た
国
民
意
識

調
査
に
よ
る
と
、
最
近
の
災
害

リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
高
ま
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
人
は
6
割

を
越
え
、
将
来
の
災
害
リ
ス
ク

が
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
と
考
え

る
人
は
75
％
を
越
え
ま
し
た
。

災
害
被
害
へ
の
対
処
と
し
て
、

自
分
の
身
を
自
分
で
守
る
「
自

助
」
と
地
域
や
身
近
な
人
が
助

け
合
う
「
共
助
」
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
こ
と
を
守
る
こ
と
が
で

き
な
け
れ
ば
、
家
族
や
地
域
を

守
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
普

段
か
ら
自
分
で
で
き
る
備
え
は

何
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

住まいの耐震対策をする

水 水
カンパン

缶詰
缶詰

水

自助

日ごろから
備えること

阪神・淡路大震災では、被災当日は水・食料とも配給がなく、2日目からようやくパンやお茶が配られたものの、
すべての人に行き渡るほどの数ではなかったといいます。
一般的に、被災直後から公的機関による支援体制が整うまでの3日間の避難生活に必要な物資の備えが必要である
といわれています。

非常用品を準備する

申し込みなど詳しくは、都市計画課建築係（内線315・316）へどうぞ。

次の各号に該当する個人の木造住宅の所有者で、

市税を滞納していない方。

①在来の軸組構法または伝統的構法による一戸建て

の住宅

②昭和56年5月31日以前に着工された住宅

③延べ面積の過半の部分が、住居の用に供されてい

る住宅

④賃貸住宅などで居住者が所有者以外の場合、居住

者の承諾があること

木造住宅の耐震診断を無料で行います
土岐市　木造住宅無料耐震診断事業

左記の木造住宅の所有者で、次の各号に該当し、市税

を滞納していない方。

①岐阜県木造住宅耐震相談士の設計および工事監理に

よる耐震補強工事

②耐震診断の結果、建物評点が1.0（※注）未満とされた

木造住宅について、補強後の点数が1.0（※注）以上と

なり、かつ診断結果の評点から0.3以上あがる耐震補

強工事
　（※注）　一定の条件下で0.7も可

木造住宅の耐震補強工事に助成します
土岐市　木造住宅耐震補強工事費補助事業

非常備蓄品非常持ち出し品
災害発生後の3日分程度の飲料水と食料品など、

自足するためのもの。

避難する時に持ち出す最小限必要な物で、避難場所まで無理な

く持って歩ける重さにします。

懐中電灯、携帯ラジオ

予備の電池

非常食、飲料水

救急用品 貴重品

●ばんそうこう、消
毒液、脱脂綿、包帯
など
●持病のある方は常
備薬が必要です

その他
●ヘルメット（防災ず
きん）、衣類、下着、
タオル、軍手、生理
用品や紙おむつ、
眼鏡、ナイフ、缶切
り、ライターなど火を通さずに食べられるもの

●現金、通帳、印鑑、
健康保険証など

●缶詰やレトルト食品、ドライフー
ズや栄養補助食品、調味料など
●飲料水は1人1日3リットルを
目安

●カセットコンロと予備のガスボ
ンベ、毛布、衣類、トイレットペー
パー、洗面用具やドライシャン
プー、使い捨てカイロ、ビニール
袋、キッチン用ラップなど

●家屋が倒壊したときなどに備え、スコップ、
ロープ、のこぎり、バールなど工具など

生活用品

食料品、
飲料水

9月1日（火）より各事業の募集を受け付けます
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大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
道
路
の
寸
断
や
建
物
の

倒
壊
、
断
水
や
電
力
の
供
給
停

止
な
ど
、
公
的
機
関
に
よ
る
救

助
活
動
が
す
ぐ
に
行
わ
れ
な
い

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
消
火
、

救
出
、
救
護
な
ど
の
活
動
に
取

り
組
み
、
お
互
い
に
協
力
し
合

う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
家
の
下

敷
き
に
な
っ
た
人
々
の
多
く
を

救
出
し
た
の
は
、
家
族
や
近
所

の
人
た
ち
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

自
分
の
ま
ち
の
危
険
な
所
を

知
っ
て
お
く
、
近
所
付
き
合
い

や
お
年
寄
り
へ
の
声
掛
け
な
ど
、

普
段
か
ら
の
心
配
り
が
い
ざ
と

い
う
時
に
力
を
発
揮
し
ま
す
。

そ
の
地
域
の
人
に
し
か
で
き
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

「
自
主
防
災
組
織
」は
、近
所

の
人
た
ち
と
協
力
し
合
い「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」と
い
う
地
域
の
防
災
活

動
を
行
う
た
め
の
組
織
で
す
。

共助

自分たちのまちは
自分たちで守る

詳しくは、総務課防災係（内線224）へどうぞ。

「もしも」のために今できること

平
常
時
の
活
動

自主防災組織の活動で重要なことは、防災上の知識、活動の
必要性や重要性を、地域の一人一人に理解してもらうことです

防災知識の普及
防災についての正しい知識を身に付けるため、防災訓練や講習会を

通じて防災知識の普及を行う

地域内の防災環境の確認
災害が発生したとき、地域内に被害の発生・拡大につながる原因はな

いか、また、援助の必要な災害時要援護者の確認を行う

家庭の安全点検
各家庭の災害時の安全対策を点検、整備する

防災用資器材の整備点検
消火活動、応急手当、救出・救護、避難誘導、活動用の資器材の整備点検

防災訓練の実施
日ごろから災害に備えて訓練を行い、消火器の使用法など防災活動に必要な知識や技術を習得します

災
害
時
の
活
動

自主防災組織では、非常時の応急活動として、次のような活動
を行います

情報班
災害に関する情報の収集と、住民に対する正しい情報の伝達

消火班
出火防止および初期消火活動

避難誘導班
地域住民の避難誘導活動

救出救護班
負傷者の救出・救護活動、医療機関・救護所への搬送

給食給水班
水や食料などの配分、炊き出しなどの給食、給水活動

環境衛生班
地域内の衛生活動

※市では、各町の自主防災組織が行う研修会に対して講師の派遣をしています
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防災訓練における特設公衆電話

移動電源車

ポータブル衛星通信装置

普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
電
話
や
電
気
な
ど
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
。も
し
も
私
た
ち
の
町
が
被
災
し
た
時
の
支
援
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。今
回
は
、N
T
T
西
日
本
岐
阜
支

店
と
中
部
電
力
多
治
見
営
業
所
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
ど
う
な
る
の
か

そ
の
時

【
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
】

当
社
で
は
社
内
情
報
を
共
有
で
き
る

「
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
」
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
各
地
域
の
配
電

設
備
被
害
状
況
・
復
旧
状
況
・
動
員
状

況
な
ど
の
情
報
を
的
確
に
把
握
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
情
報
公
開
の
迅
速

化
と
被
害
が
甚
大
な
地
域
へ
の
復
旧
要

員
の
応
援
体
制
を
早
期
に
確
立
で
き
ま

す
。

【
早
期
送
電
に
向
け
た
装
備
】

発
電
機
車
を
中
部
電
力
管
内
で
50
台
、

岐
阜
県
内
で
は
8
台
（
多
治
見
営
業
所

に
1
台
）
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

【
災
害
発
生
時
の
お
願
い
】

災
害
発
生
直
後
よ
り
、
全
力
で
被
害

状
況
の
把
握
と
復
旧
に
努
め
て
い
き
ま

す
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
例
で
も
、

復
旧
開
始
が
震
災
の
2
日
後
か
ら
で
、

応
急
的
な
電
源
確
保
ま
で
に
は
6
日
を

要
し
て
い
ま
す
。
特
に
災
害
発
生
直
後

か
ら
2
日
間
程
度
は
被
害
状
況
を
把
握

し
き
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
た
め
、

切
れ
た
電
線
や
折
れ
た
電
柱
な
ど
に
は

絶
対
に
近
づ
か
ず
、
お
近
く
の
中
部
電

力
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

中
部
電
力
の
取
り
組
み

中
部
電
力
に
お
け
る
電
力
早
期
復
旧

に
向
け
た
日
々
の
取
り
組
み
の
う
ち
、

配
電
部
門
に
お
け
る
取
り
組
み
を
紹
介

し
ま
す
。

【
早
期
復
旧
技
術
訓
練
】

平
成
20
年
11
月
6
日
に
第
17
回
配
電

技
術
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
「
熱

き
思
い
！
確
か
な
技
術
！
安
心
信
頼
！

心
を
つ
な
ぐ
技
術
力
」
を
テ
ー
マ
に
公

衆
保
安
の
確
保
・
復
旧
方
針
の
立
案
・

早
期
送
電
す
る
た
め
の
配
電
技
術
力
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
21
年
5
月
19
日
か
ら
21

日
の
3
日
間
に
わ
た
り
、
静
岡
配
電
訓

練
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
大
規
模
地
震

（
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
）
を
想

定
し
た
各
地
か
ら
の
応
援
要
員
に
よ
る

復
旧
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
多
治
見

営
業
所
か
ら
は
代
表
で
１
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
な
お
、
多
治
見
営
業
所
単
独

で
も
電
力
復
旧
訓
練
な
ど
の
技
術
維
持

訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

地
震
な
ど
大
災
害
が
起
こ
る
と
、
被
災

地
へ
の
安
否
確
認
、
お
見
舞
い
、
問
い
合

わ
せ
の
電
話
が
爆
発
的
に
増
加
し
て
、
つ

な
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

受
話
器
か
ら
、「
し
ば
ら
く
た
っ
て
か

ら
お
掛
け
直
し
く
だ
さ
い
」
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
や
「
お
話
中
」
の
音
、
何
も
音
が
聞
こ

え
な
い
時
は
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
か
ら
お

掛
け
直
し
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
末
に
開
催
予
定
の
土
岐
市
総
合
防

災
訓
練
で
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
岐
阜
支
店

は
指
定
公
共
機
関
と
し
て
参
加
し
、
避
難

所
へ
の
特
設
公
衆
電
話
の
開
設
お
よ
び
災

害
発
生
時
の
家
族
や
親
戚
と
の
安
否
確
認

方
法
に
つ
い
て
、
実
際
に
体
験
し
て
い
た

だ
く
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
取
り
組
み

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
皆
さ
ん
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
災

害
に
備
え
、
災
害
に
強
い
通
信
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
、
万
が
一
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
通
信
の
確
保
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

災
害
に
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
通
信
設

備
が
被
災
し
た
場
合
は
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
衛

星
通
信
装
置
、
移
動
電
源
車
な
ど
、
災
害

対
策
機
器
に
よ
り
、
迅
速
な
復
旧
を
図
り

ま
す
。
多
く
の
方
が
集
ま
る
避
難
所
な
ど

に
は
、
災
害
対
策
機
器
に
よ
り
、
速
や
か

に
特
設
公
衆
電
話（
無
料
）を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
Ｎ
Ｔ
Ｔ
土
岐
ビ
ル
（
旧
・
土
岐
電
報

電
話
局
）
の
玄
関
前
に
は
、
災
害
発
生
時
、

直
ち
に
使
え
る
特
設
公
衆
電
話
も
常
設
し

広報とき　2009.8.1
5



中央自動車道泉西小学校 泉小学校

肥田小学校

下石小学校

妻木小学校

鶴里小学校

濃南中学校

鶴里公民館

駄知小学校

曽木小学校

妻木児童館

セラテクノ土岐

土岐津小学校

土岐津中学校

西陵中学校

北防災センター
（土岐市消防本部北消防署）

泉中学校

肥田中学校

駄知中学校

駄知公園

曽木公民館

肥田公民館

「もしも」のために今できること

土岐市指定避難場所
災害により自宅などに居られない場合に指定された

避難場所があります。場所や避難の道順は大丈夫です

か？家族防災会議などで、連絡方法や待ち合わせ場所を

確認しておきましょう。

平平平平成成成成22221111年年年年度度度度土土土土岐岐岐岐市市市市総総総総合合合合防防防防災災災災訓訓訓訓練練練練ののののおおおお知知知知ららららせせせせ平成21年度土岐市総合防災訓練のお知らせ

◆日時：8月30日（日）午前8時～11時（雨天決行）
※悪天候、その他特別の事情により訓練が実施できない場合は、当日
午前7時に中止を決定します。

◆場所：土岐津小学校グラウンド
◆対象：主に土岐津町にお住まいの方約300人
◆参加機関　陸上自衛隊第35普通科連隊・岐阜県・多治見警察署・土岐市
連合自治会・土岐津町自治会・土岐市女性連合会・土岐市消防本部・土岐
市消防署・土岐市消防団・土岐医師会・土岐市赤十字奉仕団・西日本電信
電話（株）岐阜支店災害対策室・中部電力（株）多治見営業所・土岐市建
設業組合・岐阜県 LP ガス協会土岐支部土岐地区・土岐市管工事協同組合・
地域消防防災活動協力員・レスキューハート土岐

市では、大地震などの災害発

生時に、防災関係機関・各種団

体および地域の皆さんが一体と

なった、迅速かつ的確な災害活

動の実施と、地域の皆さんの防

災意識を高め、防災技術の習得

を図ることを目的に、平成21年

度土岐市総合防災訓練の開催を

予定しています。

至御嵩町

至
瑞
浪
市

至多治見市

至多治見市

土岐I.C

土岐南多治見I.C土岐南多治見I.C土岐南多治見I.C

市役所

土岐川

土岐市駅土岐市駅

JR中央線JR中央線JR中央線

土岐市駅
セラトピア土岐

土岐市立総合病院

南防災センター
（南消防署）

休日急病診療所

東
海
環
状
自
動
車
道

●印は避難場所
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